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１

ペ
ー
ジ

二
　
道
路
の
区
域
を
表
示
し
た
図
面
を
縦
覧
す
る
場
所
及
び
期
間

（一）

場
所
　
建
設
交
通
部
道
路
課

（二）

期
間
　
平
成
十
八
年
四
月
二
十
八
日
か
ら
同
年
五
月
十
九
日
ま
で

告
　
示

◯
個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
く
県
出
資
法
人
の
指
定
の
取
消
し
（
四

三
三
・
総
務
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

◯
情
報
提
供
を
推
進
す
べ
き
法
人
の
変
更
（
四
三
四
・
総
務
課
）
…
…
…
１

◯
情
報
公
開
を
推
進
す
べ
き
法
人
の
変
更
（
四
三
五
・
総
務
課
）
…
…
…
１

◯
道
路
区
域
の
変
更
（
四
三
六
・
道
路
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

◯
建
築
基
準
法
に
よ
る
道
路
位
置
の
指
定
（
四
三
七
・
北
秋
田
地
域
振

興
局
建
設
部
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

公
　
告

◯
土
地
改
良
区
の
役
員
の
退
任
及
び
就
任
の
届
出
（
鹿
角
地
域
振
興
局

農
林
部
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

◯
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可
（
鹿
角
地
域
振
興
局
農
林
部
）
…
…
２

◯
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可
（
北
秋
田
地
域
振
興
局
農
林
部
）
…
２

◯
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可
（
秋
田
地
域
振
興
局
農
林
部
）
…
…
２

◯
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可
（
由
利
地
域
振
興
局
農
林
部
）
…
…
２

◯
土
地
改
良
区
の
管
理
規
程
の
変
更
の
認
可
（
由
利
地
域
振
興
局
農
林

秋
田
県
告
示
第
四
百
三
十
七
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項

第
五
号
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
位
置
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
建

築
基
準
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
建
設
省
令
第
四
十
号
）
第
十
条
の
規

部
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

◯
土
地
改
良
区
の
役
員
の
退
任
及
び
就
任
の
届
出
（
仙
北
地
域
振
興
局

農
林
部
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

◯
土
地
改
良
区
の
役
員
の
退
任
及
び
就
任
の
届
出
（
平
鹿
地
域
振
興
局

農
林
部
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

選
挙
管
理
委
員
会
告
示

◯
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
五
十
分
の
一
の
数
及
び
三
分
の
一
の

数
（
四
五
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３

◯
各
選
挙
区
に
お
け
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数

（
四
六
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３

秋
田
県
告
示
第
四
百
三
十
三
号

次
の
法
人
は
、
秋
田
県
個
人
情
報
保
護
条
例
（
平
成
十
二
年
秋
田
県
条
例

第
百
三
十
八
号
）
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
県
が
出
資
す
る
法
人
の
う
ち

知
事
が
定
め
る
も
の
で
な
く
な
っ
た
の
で
、
事
業
者
が
取
り
扱
う
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
三
年
秋
田
県
規
則
第
四
号
）
第
二
条
の
規

定
に
基
づ
き
、
そ
の
名
称
を
告
示
す
る
。

平
成
十
八
年
四
月
二
十
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

法
人
の
名
称

秋
田
県
町
村
土
地
開
発
公
社

財
団
法
人
秋
田
県
傷
痍
軍
人
会

秋
田
県
告
示
第
四
百
三
十
四
号

次
の
法
人
は
、
秋
田
県
情
報
公
開
条
例
第
四
章
に
規
定
す
る
法
人
の
範
囲

定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
八
年
四
月
二
十
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

を
定
め
る
規
則
（
平
成
十
三
年
秋
田
県
規
則
第
八
十
五
号
）
第
一
条
第
一
項

の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
こ
と
と
な
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
そ
の
名
称
を
告
示
す
る
。

平
成
十
八
年
四
月
二
十
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

法
人
の
名
称

秋
田
県
町
村
土
地
開
発
公
社

財
団
法
人
秋
田
県
傷
痍
軍
人
会

財
団
法
人
大
館
市
勤
労
者
福
祉
事
業
団

秋
田
県
告
示
第
四
百
三
十
五
号

次
の
法
人
は
、
秋
田
県
情
報
公
開
条
例
第
四
章
に
規
定
す
る
法
人
の
範
囲

を
定
め
る
規
則
（
平
成
十
三
年
秋
田
県
規
則
第
八
十
五
号
）
第
二
条
第
一
項

の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
こ
と
と
な
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
同
規
則
第
一
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
そ
の
名
称
を
告
示
す

る
。

平
成
十
八
年
四
月
二
十
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

法
人
の
名
称

財
団
法
人
秋
田
県
傷
痍
軍
人
会

秋
田
県
告
示
第
四
百
三
十
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
道
路
の
区
域
を
変
更
す
る
。

平
成
十
八
年
四
月
二
十
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

告
　
　
　
　
　
　
示

一
　
道
路
の
区
域

道
路
の
種
類

県

道

路
　
　
線
　
　
名

十
二
所
花
輪
大
湯
線

十
二
所
花
輪
大
湯
線

旧
新
別

旧新

敷
地
の
幅
員
（
メ
ー
ト
ル
）

一
六
・
五
〇
〜
四
四
・
五
〇

一
六
・
五
〇
〜
四
四
・
五
〇

延
長
（
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

〇
・
〇
九
〇

〇
・
〇
九
〇

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

鹿
角
市
尾
去
沢
字
下
モ
平
二
八
番
五
六
地
先
か
ら
二
八
番
五
一
地
先
ま
で

〃
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２

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六

項
の
規
定
に
よ
り
、
鹿
角
郡
小
坂
町
大
谷
土
地
改
良
区
か
ら
次
の
と
お
り
役

員
の
退
任
及
び
就
任
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
十
七
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
八
年
四
月
二
十
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
退
任
理
事
の
住
所
及
び
氏
名

鹿
角
郡
小
坂
町
小
坂
字
村
上
十
六
番
地
二
　
　
　
　
　
　
多
田
　
正
人

〃
　
　
〃
　
　
大
地
字
上
村
百
十
八
番
地
　
　
　
　
　
　
澤
田
　
文
男

二
　
就
任
理
事
の
住
所
及
び
氏
名

鹿
角
郡
小
坂
町
大
地
字
上
村
百
十
四
番
地
二
　
　
　
　
　
宮
　
　
政
義

〃
　
　
〃
　
　
小
坂
字
村
上
八
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
　
　
久

〃
　
　
〃
　
　
小
坂
字
大
生
手
五
十
五
番
地
一
　
　
　
　
木
村
　
　
實

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
、
鹿
角
郡
小
坂
町
大
谷
土
地
改
良
区
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
定

款
変
更
に
つ
い
て
、
平
成
十
八
年
四
月
二
十
日
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
三

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
八
年
四
月
二
十
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
、
北
秋
田
市
綴
子
土
地
改
良
区
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
定
款
変

更
に
つ
い
て
、
平
成
十
八
年
四
月
二
十
日
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
八
年
四
月
二
十
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
、
仁
井
田
堰
土
地
改
良
区
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
定
款
変
更
に

つ
い
て
、
平
成
十
八
年
四
月
二
十
日
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
八
年
四
月
二
十
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
、
由
利
郡
仁
賀
保
町
土
地
改
良
区
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
定
款

変
更
に
つ
い
て
、
平
成
十
八
年
四
月
二
十
一
日
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
三

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
八
年
四
月
二
十
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
五
十
七
条
の
二

第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
本
荘
東
由
利
土
地
改
良
区
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
管

理
規
程
の
変
更
に
つ
い
て
、
平
成
十
八
年
四
月
二
十
日
認
可
し
た
の
で
、
同

条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
八
年
四
月
二
十
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六

項
の
規
定
に
よ
り
、
仙
北
郡
金
沢
西
根
土
地
改
良
区
か
ら
次
の
と
お
り
役
員

の
退
任
及
び
就
任
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
十
七
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
八
年
四
月
二
十
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
退
任
監
事
の
住
所
及
び
氏
名

仙
北
郡
美
郷
町
金
沢
西
根
字
上
石
町
百
五
十
七
番
地
　
　
金
子
　
芳
美

〃
　
　
〃
　
　
〃
　
　
　
字
上
百
目
木
八
十
九
番
地
の
五

千
葉
　
正
之

〃
　
　
〃
　
　
〃
　
　
　
字
上
千
間
谷
地
七
十
七
番
地
　
佐
藤
　
幸
一

二
　
就
任
監
事
の
住
所
及
び
氏
名

仙
北
郡
美
郷
町
金
沢
西
根
字
上
石
町
百
五
十
七
番
地
　
　
金
子
　
芳
美

〃
　
　
〃
　
　
〃
　
　
　
字
上
百
目
木
八
十
九
番
地
の
五

千
葉
　
正
之

仙
北
郡
美
郷
町
金
沢
西
根
字
上
千
間
谷
地
七
十
七
番
地
　
佐
藤
　
幸
一

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六

項
の
規
定
に
よ
り
、
平
鹿
郡
大
雄
村
田
村
野
土
地
改
良
区
か
ら
次
の
と
お
り

役
員
の
退
任
及
び
就
任
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
十
七
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
八
年
四
月
二
十
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
退
任
理
事
の
住
所
及
び
氏
名

横
手
市
大
雄
字
新
町
西
二
十
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
原
谷
寅
雄

〃
　
　
〃
　
　
〃
　
　
六
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
嵐
　
康

〃
　
　
百
万
刈
字
百
万
刈
百
九
十
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
勇
太
郎

〃
　
　
黒
川
字
鶴
巻
田
百
四
十
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
田
　
祐
輝

〃
　
　
大
雄
字
新
町
西
十
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
下
　
昭
治

〃
　
　
〃
　
字
佐
加
里
南
六
十
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鎌
田
　
　
清

大
仙
市
角
間
川
町
布
晒
百
六
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
守
沢
九
左
エ
門

横
手
市
大
雄
字
新
町
東
五
十
七
番
地
一
　
　
　
　
　
　
　
大
友
　
辰
雄

〃
　
　
黒
川
字
上
和
野
百
三
十
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
味
水
　
憲
幸

二
　
就
任
理
事
の
住
所
及
び
氏
名

横
手
市
大
雄
字
新
町
西
二
十
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
原
谷
寅
雄

〃
　
　
〃
　
　
〃
　
　
六
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
嵐
　
康

〃
　
　
百
万
刈
字
百
万
刈
百
九
十
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
勇
太
郎

〃
　
　
黒
川
字
鶴
巻
田
百
四
十
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
田
　
祐
輝

〃
　
　
大
雄
字
新
町
西
十
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
下
　
昭
治

〃
　
　
〃
　
字
佐
加
里
南
六
十
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鎌
田
　
　
清

〃
　
　
〃
　
字
野
中
五
十
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
野
原
郷
一

〃
　
　
〃
　
字
新
町
東
五
十
七
番
地
一
　
　
　
　
　
　
　
大
友
　
辰
雄

〃
　
　
黒
川
字
上
和
野
百
三
十
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
味
水
　
憲
幸

三
　
退
任
監
事
の
住
所
及
び
氏
名

横
手
市
下
境
字
北
大
屋
敷
八
十
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鎌
田
　
　
進

〃
　
　
大
雄
字
高
津
野
百
七
十
三
番
地
五
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
信
雄

四
　
就
任
監
事
の
住
所
及
び
氏
名

指
定
年
月
日

平
成
十
八
年
四
月
十
九
日

道
路
の
幅
員

六
メ
ー
ト
ル

道
路
の
延
長

五
三
・
六
八
メ
ー
ト
ル

申
請
者
の
住
所
及
び
氏
名

北
秋
田
市
坊
沢
字
深
関
街
道
下
五
九
番
地

有
限
会
社
ゴ
ダ
イ

代
表
取
締
役
　
高
　
杉
　
弘
　
章

道
路
の
位
置
の
指
定
箇
所

北
秋
田
市
脇
神
字
赤
川
岱
一
五
七
番
一
、
一
六
四
番

一

公
　
　
　
　
　
　
告
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横
手
市
下
境
字
北
大
屋
敷
八
十
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鎌
田
　
　
進

〃
　
　
大
雄
字
高
津
野
百
七
十
三
番
地
五
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
信
雄

秋
選
管
告
示
第
四
十
五
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
七
十
四
条
、
第
七

十
五
条
、
第
七
十
六
条
、
第
八
十
一
条
及
び
第
八
十
六
条
並
び
に
地
方
教
育

行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二

号
）
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
五
十
分
の
一
の

数
及
び
三
分
の
一
の
数（
そ
の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

そ
の
超
え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗

じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
）
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
十
八
年
四
月
二
十
八
日

秋
田
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
　
田
　
中
　
伸
　
一
　

五
十
分
の
一
の
数
　
　
　
一
九
、
一
七
六

三
分
の
一
の
数
　
　
　
（
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
る

場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
超
え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十

万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
）

二
二
六
、
四

六
一

秋
選
管
告
示
第
四
十
六
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
八
十
条
の
規
定
に

よ
る
選
挙
区
に
お
け
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数
（
そ

の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
超
え
る
数
に
六
分
の

一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し

て
得
た
数
）
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
十
八
年
四
月
二
十
八
日

秋
田
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
　
田
　
中
　
伸
　
一
　

選
挙
区
別

秋
田
市
　
　
　
　
八
五
、
〇
〇
〇

能
代
市
　
　
　
　
一
七
、
九
二
五

横
手
市
　
　
　
　
一
〇
、
八
六
五

大
館
市
　
　
　
　
一
七
、
九
四
二

本
荘
市
　
　
　
　
一
二
、
一
八
七

男
鹿
市
　
　
　
　
　
八
、
二
四
〇

湯
沢
市
　
　
　
　
　
九
、
二
九
〇

大
曲
市
　
　
　
　
一
〇
、
六
一
九

鹿
角
市
鹿
角
郡
　
一
二
、
三
九
三

北
秋
田
郡
　
　
　
一
七
、
七
三
五

山
本
郡
　
　
　
　
　
九
、
七
九
七

南
秋
田
郡
　
　
　
一
九
、
七
七
八

河
辺
郡
　
　
　
　
　
五
、
一
七
六

由
利
郡
　
　
　
　
二
〇
、
六
一
七

仙
北
郡
　
　
　
　
三
一
、
四
五
八

平
鹿
郡
　
　
　
　
一
八
、
二
二
八

雄
勝
郡
　
　
　
　
一
二
、
三
四
三

選
挙
管
理
委
員
会
告
示
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目
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